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３／１５平成１８年

 （１７３ 減）７８,２３５人　口
（１１１ 減）３９,０６８　　男
（６２減）３９,１６７　　女
（８８減）３７,９４７世帯数

３月１日現在　推計（前月比）
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平
成　

年
（
西
暦
２
０
０
６
年
）

１８

狛
江
市
議
会
第
１
回
定
例
会
に
あ

た
り
、
新
年
度
に
向
け
て
の
施
政
方

針
と
、
平
成　

年
度
狛
江
市
一
般
会

１８

計
予
算
の
概
要
等
に
つ
き
、
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。
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平
成　

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
三

１５

位
一
体
の
改
革
」
が
ひ
と
ま
ず
終
わ

り
ま
し
た
。
こ
の
「
改
革
」
は
、
地

方
分
権
の
推
進
を
掲
げ
「
地
方
の
自

由
度
を
高
め
る
た
め
」
が
う
た
い
文

句
で
し
た
が
、
補
助
負
担
金
４
兆
円
、

地
方
交
付
税
総
額
５
兆
円
の
計
９

兆
円
余
の
削
減
に
対
し
、
税
財
源
移

譲
は
３
兆
円
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
も
税
源
移
譲
さ
れ
た

の
は
、
義
務
教
育
の
教
員
給
与
や
国

民
健
康
保
険
、
児
童
保
護
費
、
児
童

手
当
・
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
負
担

金
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
の
裁
量
が

発
揮
し
に
く
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

地
方
団
体
が
国
と
対
等
の
立
場
で
議

論
で
き
た
こ
と
に
は
一
定
の
評
価
を

す
る
も
の
の
、
結
果
と
し
て
残
さ
れ

た
も
の
は
地
方
分
権
で
は
な
く
、
地

方
へ
の
支
出
の
大
幅
な
削
減
と
、
そ

れ
に
付
随
し
た
国
民
生
活
に
対
す
る

国
の
財
政
責
任
の
後
退
だ
け
だ
っ
た

と
言
え
ま
す
。

　

狛
江
市
で
み
れ
ば
、
平
成　

年
度

１５

比
で
、
補
助
負
担
金
の
削
減
が
２
億

４
�
０
０
０
万
円
、
交
付
税
総
額
の

削
減
が　

億
９
�
０
０
０
万
円
に
対

１２

し
、
税
財
源
の
移
譲
額
は
４
億
３
�

０
０
０
万
円
で
、
平
成　

年
度
で
は

１８

差
し
引
き　

億
円
が
失
わ
れ
た
計
算

１１

に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
打
開
し
よ
う
と
、

狛
江
市
で
は
平
成　

年
に
緊
急
行
動

１６

計
画
を
策
定
し
、
全
庁
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
初
年
度

で
あ
る
平
成　

年
度
の
財
源
確
保
目

１７

標
額
８
億
７
�
０
０
０
万
円
は
、
ほ

ぼ
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
負
担
増
や
事
業
の
見
直
し

な
ど
も
含
め
、
市
民
の
皆
様
並
び
に

議
会
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
御
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

２
年
目
の
取
り
組
み
と
な
る
本
予

算
案
は
、「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
最

終
段
階
の
中
で
編
成
作
業
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
当
初
住
民
税
率
の
フ

ラ
ッ
ト
化
に
よ
る
税
財
源
移
譲
額
は
、

市
町
村
７
割
、
都
道
府
県
３
割
と
見

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
市

町
村
に
は
６
割
し
か
移
譲
さ
れ
ず
、

狛
江
市
の
場
合
約
２
億
円
の
減
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
厳
し
い

作
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
定
年
退
職
者
の

不
補
充
継
続
な
ど
人
件
費
の
節
減
、

市
民
保
養
施
設
利
用
助
成
事
業
の
対

象
を
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子
ど

も
に
特
化
す
る
な
ど
事
業
の
見
直
し
、

ま
た
、
少
額
補
助
を
整
理
し
て
地
域

福
祉
推
進
事
業
補
助
へ
の
統
合
拡
充
、

社
会
教
育
団
体
の
補
助
を
市
民
公
益

活
動
団
体
補
助
に
統
合
す
る
な
ど
補

助
制
度
の
再
構
築
等
、
緊
急
行
動
計

画
の
推
進
に
全
力
を
挙
げ
、
財
源
不

足
の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
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そ
れ
で
は
、
新
年
度
予
算
案
の
概

要
に
つ
い
て
、
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
数
字
は
概
算
で
申
し
上
げ
ま

す
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
比　
１１

億
２
０
０
万
円
、
５
・
２
％
増
の
２

２
３
億
７
�
８
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
特
別
会
計
を
含
め
た
予
算
総

額
は
４
０
２
億
円
、
１
・
９
％
の
増

で
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
市
税
は

定
率
減
税
の
２
分
の
１
縮
小
な
ど
税

制
改
正
に
よ
り
１
１
２
億
円
、
４
・

２
％
の
増
、
地
方
譲
与
税
は
税
源
移

譲
に
よ
り
所
得
譲
与
税
が
増
額
さ
れ

る
た
め
５
億
７
�
０
０
０
万
円
、　
・
３８

４
％
の
大
幅
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
９
億
４
�
０
０
０
万

円
で　

・
７
％
の
減
。
使
用
料
お
よ

２０

び
手
数
料
は
、
ご
み
指
定
袋
有
料
化

の
通
年
化
や
７
月
か
ら
の
施
設
使
用

料
改
定
に
よ
り
約
１
億
円
の
増
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

基
金
等
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
２
�

０
０
０
万
円
の
減
額
で
、
市
債
の
１

億
４
�
０
０
０
万
円
の
増
は
緑
野
小

学
校
整
備
が
主
な
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、議
会
費
は
２
・

０
％
減
、
総
務
費
の
１
・
６
％
の
増

は
、
市
町
村
退
職
手
当
組
合
負
担
金

７
�
５
０
０
万
円
、
税
総
合
シ
ス
テ

ム
お
よ
び
戸
籍
シ
ス
テ
ム
構
築
６
�

４
０
０
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

民
生
費
は
３
・
４
％
の
増
で
、介
護

保
険
制
度
の
改
正
等
に
よ
り
介
護
予

防
と
し
て
一
部
の
事
業
が
介
護
保
険

特
別
会
計
へ
移
行
し
ま
す
が
、
制
度

改
正
に
よ
る
児
童
・
育
成
手
当
１
億

７
�
２
０
０
万
円
、乳
幼
児
医
療
費

助
成
２
�
４
０
０
万
円
の
増
が
主
な

要
因
で
す
。

　

衛
生
費
は
０
・
４
％
増
で
、
健
康

診
査
１
�
３
０
０
万
円
、
公
共
施
設

塵
芥
回
収
７
０
０
万
円
等
ご
み
有
料

化
関
連
経
費
、
東
京
た
ま
広
域
資
源

循
環
組
合
負
担
金
２
�
１
０
０
万
円

な
ど
が
、
増
額
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

労
働
費
の
増
は
、
勤
労
者
互
助
会

の
事
務
局
運
営
に
係
る
経
費
に
よ
る

も
の
で
、
農
業
費
は
市
民
農
園
設
備

整
備
お
よ
び
魅
力
あ
る
農
業
経
営
育

成
補
助
の
終
了
に
伴
う
減
額
で
す
。

　

商
工
費
９
・
５
％
の
減
は
、
小
口

事
業
資
金
あ
っ
旋
等
関
係
費
の
減
等

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

土
木
費
は　

・
２
％
の
大
幅
増
で

２６

す
が
、
市
道　

号
線
歩
道
整
備
事
業
、

３２

調
布
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
４
号

線
整
備
、
前
原
公
園
北
側
出
入
口
道

路
整
備
事
業
が
主
な
も
の
で
す
。

　

消
防
費
は
、
第
二
分
団
器
具
置
場

新
築
終
了
に
よ
る
減
と
、
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
、
国
民
保
護
計

画
策
定
な
ど
増
と
の
差
し
引
き
で

３
・
４
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
費
の　

・
９
％
増
は
、
主
に

１０

緑
野
小
学
校
校
舎
新
築
工
事
等
に　
１２

億
２
�
０
０
０
万
円
計
上
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。
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次
に
、
平
成　

年
度
予
算
案
の
主

１８

な
事
業
並
び
に
新
年
度
に
予
定
さ
れ

て
い
る
主
な
施
策
等
に
つ
い
て
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。
平
成　

年
度
予
算

１８

編
成
方
針
で
は
、
緊
急
行
動
計
画
に

お
け
る
施
策
の
選
択
と
集
中
を
強
調

し
、「
次
世
代
育
成
」「
健
康
」「
安

全
」
な
ど
を
重
点
事
業
と
し
て
位
置

付
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
具
体
化
す

る
た
め
に
、
各
種
補
助
金
や
交
付
金

の
確
保
に
努
め
、
市
民
協
働
な
ど
創

意
工
夫
を
し
な
が
ら
、
事
業
の
新
規

実
施
、
拡
充
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

以
下
、
予
算
編
成
方
針
の
柱
立
て
を

中
心
に
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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ま
ず
次
世
代
育
成
へ
の
支
援
で
す

が
、
少
子
化
の
進
行
が
、
こ
こ
の
と

こ
ろ
上
昇
に
転
じ
た
と
は
い
え
、
狛

江
市
の
平
成　

年
合
計
特
殊
出
生
率

１６

は
１
・　

と
多
摩
地
域
で
も
低
く
、

０３

そ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
お

り
、
市
民
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
強

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
予
算

案
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
周
囲
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
成
長
し
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
東
京

都
市
長
会
の
「
多
摩
・
島
し
ょ
子
ど

も
体
験
塾
」
事
業
助
成
金
を
活
用
し
、

子
ど
も
感
動
体
験
事
業
を
構
築
い
た

し
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
事

業
は
、
ふ
る
さ
と
友
好
都
市
新
潟
県

川
口
町
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
に
２
泊
３
日
の
宿
泊
体

験
を
提
供
い
た
し
ま
す
。
多
摩
川
ふ

れ
あ
い
事
業
は
、「
狛
江
水
辺
の
楽

校
」
運
営
協
議
会
の
協
力
で
、
山
梨

県
小
菅
村
の
源
流
体
験
教
室
へ
の
参

加
を
広
げ
る
多
摩
川
源
流
体
験
ツ

ア
ー
と
魚
の
生
態
を
学
ぶ
産
卵
床
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
作
付
け
か
ら
収
穫

ま
で
行
う
農
業
体
験
事
業
で
は
マ
イ

ン
ズ
農
協
や
農
業
者
が
、
科
学
体
験

事
業
は
教
員
等
で
構
成
す
る
実
行
委

員
会
、
音
楽
ふ
れ
あ
い
事
業
は
児
童

館
に
お
い
て
社
会
福
祉
法
人
雲
柱
社

と
、
広
範
な
市
民
、
団
体
、
交
流
自

治
体
の
協
力
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

私
立
狛
江
保
育
園
の
園
舎
改
築
を

機
に
、
建
築
設
計
費
の
助
成
を
通
じ

て
一
時
保
育
の
実
施
を
お
願
い
し
て

ま
い
り
ま
す
。
読
書
を
通
じ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
思
考
力
、
感
性
を
育
て

よ
う
と
、
先
の
「
子
ど
も
体
験
塾
」

事
業
助
成
を
こ
こ
で
も
活
用
し
、
中

央
図
書
館
で
の
親
子
読
書
推
進
事
業
、

第
三
小
学
校
や
さ
き
や
ま
文
庫
の
活

性
化
を
目
指
し
地
域
交
流
図
書
室
読

書
推
進
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

小
中
学
校
の
図
書
整
備
費
を
増
額
い

た
し
ま
し
た
。

　

児
童
の
放
課
後
対
策
の
多
様
化
と

適
正
配
置
を
進
め
、
居
場
所
の
な
い

子
ど
も
た
ち
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
、

新
年
度
か
ら
和
泉
児
童
館
で
は
小
学

生
ク
ラ
ブ
、
緑
野
小
学
校
で
は
放
課

後
ク
ラ
ブ
を
取
り
込
ん
だ
新
子
ど
も

フ
リ
ー
プ
レ
イ
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

狛
江
市
に
は
平
成　

年
度
、
学
童
保

１８

育
所
が
小
学
校
ご
と
に
６
カ
所
、
市

内
南
北
に
１
カ
所
ず
つ
の
小
学
生
ク

ラ
ブ
、
２
カ
所
の
放
課
後
ク
ラ
ブ
、

新
子
ど
も
フ
リ
ー
プ
レ
イ
を
含
む
５

カ
所
の
子
ど
も
フ
リ
ー
プ
レ
イ
が
そ

ろ
い
、
多
様
な
放
課
後
の
居
場
所
づ

く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
環
境
の
整
備
で
は
、
平
成　
１７

年
度
開
校
し
た
緑
野
小
学
校
の
新
校

舎
が
夏
の
竣
工
を
目
指
し
て
工
事
中

で
す
が
、
こ
こ
に
は
屋
上
緑
化
、
雨

水
利
用
、
オ
ー
プ
ン
教
室
、
学
年
ご

と
の
多
目
的
ル
ー
ム
な
ど
、
新
し
い

試
み
が
数
多
く
取
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
第
二
中
学
校
階
段
天

井
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
や
第
四
中
学

校
家
庭
科
室
へ
の
空
調
機
設
置
、
各

小
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
の
パ
ソ
コ

ン
を
２
人
１
台
か
ら
１
人
１
台
配
備

を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。
不
登
校

児
童
・
生
徒
へ
の
相
談
、
指
導
を
充

実
す
る
た
め
、
学
校
派
遣
心
理
相
談

員
の
派
遣
日
数
増
や
適
応
指
導
員
の

増
員
を
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、教
育
委
員
会
は
、特
別
支
援

教
育
へ
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
新
年
度
は
特
別
支

援
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
を
立

ち
上
げ
、
和
泉
小
学
校
に
情
緒
障
が

い
児
通
級
学
級
を
新
た
に
開
設
し
ま

す
。こ
れ
で
２
校
に
１
校
の
割
合
で
通

級
学
級
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
今
後
と
も
特
別
支
援
教
育

の
体
制
づ
く
り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。
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次
に
、
健
康
で
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
高
齢

化
が
進
行
し
、
２
、
３
年
後
に
は
人

口
の　

％
を
高
齢
世
代
が
占
め
る
よ

２０

う
に
な
り
ま
す
。
活
気
あ
る
高
齢
社

会
を
築
く
た
め
に
、
健
康
施
策
を
拡

充
し
て
ま
い
り
ま
す
。
受
診
待
機
者

が
増
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
基

本
健
康
診
査
の
受
診
枠
は
、
平
成　
１７

年
度
に
続
き
医
師
会
の
協
力
を
得
て

１
�
０
０
０
名
拡
大
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
で
受
診
率
は
国
が
目
標
と
す
る

　

％
に
ほ
ぼ
達
す
る
こ
と
に
な
り
ま

５０す
。ま
た
新
た
に
、
西
河
原
公
園
に
運

動
遊
具
を
設
置
し
介
護
予
防
の
た
め

の
運
動
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
こ
こ
で

の
参
加
者
を
市
民
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
育

成
し
、運
動
教
室
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
が
新
年
度
か
ら
介
護
予
防

に
力
点
が
移
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
一
環

と
し
て
虚
弱
高
齢
者
を
対
象
に
し
た

栄
養
改
善
事
業
や
口
腔
機
能
の
向
上

事
業
、
一
般
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

栄
養
改
善
教
室
、
健
康
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年　

月
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
助

１０

成
の
所
得
制
限
を
就
学
前
ま
で
撤
廃

い
た
し
ま
し
た
が
、
新
年
度
か
ら
通

年
化
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
増

加
を
み
て
い
る
平
日
準
夜
間
の
小
児

初
期
救
急
診
療
事
業
を
、
新
た
に
水

曜
日
も
開
設
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

い
ま
国
の
「
構
造
改
革
」
の
も
と
、

一
握
り
の
勝
ち
組
と
そ
の
他
大
勢
の

負
け
組
と
に
分
か
れ
て
い
く
格
差
社

会
の
拡
大
が
、
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
一
自
治
体
で
の
対
応
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
社
会
的
に

弱
い
立
場
に
あ
る
市
民
を
守
る
こ
と

は
市
政
運
営
の
根
幹
と
位
置
付
け
、

ぎ
り
ぎ
り
の
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
介
護
保
険

料
の
ラ
ン
ク
を
５
段
階
か
ら
７
段
階

に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
保
険
料
の

減
免
基
準
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
障

害
者
自
立
支
援
法
が
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
が
、
負
担
の
定
率
化
に
伴

い
、
国
や
都
の
制
度
に
加
え
、
市
独

自
の
利
用
者
負
担
軽
減
措
置
を
導
入

い
た
し
ま
す
。
高
齢
者
給
食
配
食

サ
ー
ビ
ス
の
一
部
が
介
護
保
険
事
業

に
取
り
込
ま
れ
、
施
設
給
食
と
の
公

平
性
か
ら
、
負
担
額
を
４
０
０
円
か

ら
５
０
０
円
に
引
き
上
げ
ま
す
が
、

低
所
得
の
方
に
は
従
来
料
金
に
据
え

置
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
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安
全
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
現
在
市

民
の
も
っ
と
も
強
い
要
望
の
一
つ
で

あ
り
、
防
災
と
子
ど
も
の
安
全
を
重

点
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
度
、
多
摩
川
・
野
川
の
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
今
後

の
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
取
り

込
む
と
と
も
に
、
仮
設
ト
イ
レ
等
防

災
備
蓄
の
回
復
・
充
実
を
図
り
、
そ

の
際
備
蓄
体
制
を
再
構
築
し
て
ま
い

り
ま
す
。
災
害
時
一
時
避
難
所
と
な

る
前
原
公
園
北
側
の
出
入
口
を
確
保

す
る
た
め
道
路
を
新
設
し
、
地
域
住

民
の
安
全
を
図
り
ま
す
。
そ
の
他
、

木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
制
度
を
創

設
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
、
市
災

害
対
策
本
部
の
設
置
場
所
と
な
る
市

役
所
庁
舎
に
つ
い
て
も
耐
震
診
断
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
緑
野
小
学
校
体

育
館
の
耐
震
・
防
音
工
事
、
第
五
小

学
校
体
育
館
、
和
泉
小
学
校
校
舎
・

体
育
館
、
第
二
中
学
校
校
舎
等
の
耐

震
診
断
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
緑
野

小
学
校
新
校
舎
の
竣
工
・
移
転
に
伴

い
、
児
童
の
通
学
路
と
な
る
市
道　
３２

号
線
歩
道
整
備
を
行
い
、
歩
行
者
の

安
全
を
確
保
し
ま
す
。

　

防
犯
に
関
し
て
は
、
今
年
か
ら
動

き
始
め
た
安
心
安
全
情
報
共
有
シ
ス

テ
ム
を
本
格
稼
動
さ
せ
、
同
じ
く
地

域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
を
拡
充
し
、

市
民
ぐ
る
み
で
地
域
の
安
全
を
守
る

仕
組
み
を
強
め
ま
す
。
ま
た
、
都
の

補
助
制
度
を
活
用
し
て
小
学
校
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
効
果
的
な
も
の
と
す
る
た
め
セ

ン
サ
ー
も
併
設
い
た
し
ま
す
。
国
民

保
護
法
で
は
、
新
年
度
中
の
国
民
保

護
計
画
策
定
を
市
町
村
に
義
務
付
け

て
い
ま
す
が
、
狛
江
の
実
情
に
即
し

た
住
民
の
安
全
を
守
る
計
画
と
し
て
、

そ
の
策
定
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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次
に
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
構

築
を
目
指
し
た
取
り
組
み
で
す
。
昨

年　

月
ご
み
の
有
料
化
を
実
施
し
ま

１０
し
た
が
、
１
月
ま
で
の
４
か
月
間
の

排
出
量
が　

％
減
少
し
ま
し
た
。
実

２１

施
直
後
で
す
の
で
、
１
年
を
通
し
た

数
字
は
も
う
少
し
低
下
す
る
と
見
込

ま
れ
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
有
料
化
に
伴
い
、
和
泉
多

摩
川
周
辺
の
不
法
投
棄
防
止
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施
、
利
用
者
の
利
便
等

を
図
る
た
め
粗
大
ご
み
収
集
の
シ
ー

ル
方
式
へ
の
転
換
を
予
定
し
て
お
り
、

ま
た
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ハ
イ
ツ
の
生
ご

み
処
理
機
更
新
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
振
興
の
要
と
な
る
市
商
工

会
に
、
昨
年
度
ご
み
指
定
袋
の
販
売

委
託
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
平
成

　

年
度
に
は
勤
労
者
互
助
会
事
務
局

１８を
移
管
す
る
こ
と
と
し
、
会
員
拡
大

に
よ
る
財
政
基
盤
安
定
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
検
討
し
て

き
た
商
店
街
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
立

ち
上
げ
、
農
業
振
興
計
画
策
定
は
、

と
も
に
平
成　

年
度
を
予
定
し
て
お

１８

り
ま
す
。

　

道
路
に
関
し
て
は
、
都
道
狛
江
通

り
の
整
備
進
捗
に
応
じ
て
、
慈
恵
医

大
第
三
病
院
東
側
の
市
道　

号
線
整

３４

備
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
交
通
安

全
上
懸
案
だ
っ
た
市
道　

号
線
の
都

１１

道
世
田
谷
通
り
・
一
の
橋
交
差
点
部

の
整
備
に
も
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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最
後
に
、「
三
位
一
体
の
改
革
」
へ

の
対
応
や
緊
急
行
動
計
画
の
実
施
な

ど
、
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
厳
し
さ
の
中
に
も
夢

や
希
望
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
市
民

協
働
の
推
進
に
よ
っ
て
、
元
気
な
狛

江
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

一
昨
年
、「
音
楽
の
街
―
狛
江
」
づ

く
り
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

「
川
口
町
被
災
者
救
援　

ク
リ
ス
マ

ス
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
」、

「
狛
江
・
国
際
交
流
民
族
音
楽
フ
ェ

ス
タ
」、「
こ
ま
え
平
和
フ
ェ
ス
タ
２

０
０
５
」
で
の
市
民
公
募
に
よ
る
平

和
フ
ェ
ス
タ
合
唱
団
結
成
、
市
民
ま

つ
り
中
央
舞
台
で
の
市
音
楽
連
盟
に

よ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
、
市
民
の

多
彩
な
取
り
組
み
が
広
が
り
、「
音
楽

の
街
」
へ
の
機
運
が
醸
成
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
第
四
中
学
校
合
唱
部
の
全

国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
、
第

二
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
都
立
狛
江
高

校
筝
曲
部
の
そ
れ
ぞ
れ
都
大
会
金
賞

と
、
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
も
後
押
し

を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
、
い
よ
い
よ
新
年

度
に
「
音
楽
の
街
―
狛
江
」
構
想
の

策
定
に
入
り
ま
す
。
広
範
な
音
楽
関

係
者
、
市
民
の
声
を
反
映
す
る
た
め
、

積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
、「
音
楽
の
街
―
狛
江
」
を
目
指

す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
す
る
所
存

で
す
。

　

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、「
新
し

い
風
」
補
助
金
な
ど
事
業
提
案
型
補

助
金
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
住
民
を
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
人
材
活
用
を
図
る
な
ど
、
開
か
れ

た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
地
域
交
流
推
進
事
業
を
創
設

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
年
度
か
ら
指
定
管
理
者

制
度
に
基
づ
き
、狛
江
市
民
ホ
ー
ル
と

市
立
古
民
家
園
を
指
定
管
理
者
へ
委

ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、新
た
な

発
想
に
よ
る
事
業
展
開
、
利
用
促
進

を
図
り
、
よ
り
喜
ば
れ
る
施
設
と
な

る
よ
う
、努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
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市
制
施
行
の
年
・
昭
和　

年
４５

　

人
口
約
５
万
７
千
人
、
田
畑
は
日

を
追
う
ご
と
に
潰
さ
れ
て
宅
地
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
値
上
が

り
が
続
く
地
価
の
抑
制
を
兼
ね
て
、

こ
の
年
か
ら
地
価
公
示
制
度
が
始

ま
っ
た
。
狛
江
駅
か
ら
４
０
０
�
離

れ
た
和
泉
の
宅
地
で
１
�
５
万
円
、

和
泉
多
摩
川
駅
か
ら
１
・
６
�
離
れ

た
駒
井
で
１
�
３
万
９
千
円
だ
っ
た
。

　

こ
の
年
は 
丙
午 
の
前
年
に
生
ま
れ

ひ
の
え
う
ま

た
子
ど
も
が
幼
稚
園
の
年
中
組
に
入

る
年
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
町
内
に

３
つ
の
団
地
が
で
き
て
間
も
な
い
こ

と
も
あ
っ
て
、
幼
稚
園
は
狭
き
門
、

入
園
児
を
持
つ
保
護
者
は
、
早
朝
か

ら
行
列
し
て
入
園
受
付
の
開
始
時
間

を
待
っ
た
。

　

学
校
の
教
室
不
足
も
深
刻
だ
っ
た
。

小
中
学
校
の
新
設
が
３
校
続
い
た
あ

と
だ
と
い
う
の
に
、
第
六
小
学
校
の

用
地
買
収
と
、
第
四
小
学
校
、
第
五

小
学
校
、
第
二
中
学
校
、
第
一
小
学

校
の
増
改
築
が
あ
っ
た
。

　

だ
か
ら
町
役
場
は
、
も
う
す
ぐ
市

役
所
に
な
る
と
い
う
の
に
、
昭
和　
２５

年
に
建
て
た
木
造
庁
舎
を
囲
ん
で
プ

レ
ハ
ブ
庁
舎
が
い
く
つ
も
建
っ
て
い

た
。
学
校
建
築
に
追
わ
れ
て
町
役
場

ま
で
手
が
回
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

町
の
事
業
と
し
て
学
童
保
育
所
を

始
め
た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
子
ど
も
の
急
増
期
と
し
て
の
活

気
が
あ
っ
た
。

　

都
立
高
校
へ
の
進
学
は
不
便
だ
っ

た
。
狛
江
町
が
多
摩
学
区
だ
っ
た
た

め
神
代
高
校
以
外
は
み
な
遠
く
、

や
っ
と
認
め
ら
れ
て
い
た　

群
も
、

２５

こ
の
年
の
入
学
試
験
か
ら
２
つ
に
分

か
れ
た
た
め
、　

群
の
千
歳
丘
高
校

２６

と
明
正
高
校
し
か
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
。
そ
こ
で
狛
江
に
も
高
校
を

と
い
う
運
動
が
急
に
高
ま
り
、
年
末

に
は
狛
江
高
校
を
バ
ラ
園
の
あ
っ
た

現
在
地
に
作
ろ
う
と
い
う
方
向
が
ほ

ぼ
定
ま
っ
た
。

　

多
摩
川
河
川
敷
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

４
面
と
ブ
ラ
ン
コ
、
滑
り
台
、
シ
ー

ソ
ー
な
ど
児
童
遊
園
施
設
が
で
き
た

の
も
こ
の
年
の
４
月
で
あ
る
。
続
い

て
少
年
用
と
成
人
用
の
野
球
場
が
２

面
で
き
た
が
、
昭
和　

年
の
水
害
で

４９

流
さ
れ
て
今
は
野
球
場
し
か
な
い
。

　

狛
江
駅
南
口
広
場
が
開
通
式
を

行
っ
た
の
は
一
月
だ
っ
た
。
そ
の
こ

ろ
多
摩
川
水
道
橋
は
渋
滞
が
激
し

か
っ
た
の
で
、翌
年
に
は
渋
谷
・
向
ヶ

丘
遊
園
間
の
バ
ス
が
狛
江
駅
南
口
広

場
で
折
り
返
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

狛
江
通
り
の
踏
切
も
開
か
ず
の
踏

切
だ
っ
た
か
ら
、
車
は
世
田
谷
通
り

ま
で
続
き
、
ラ
ジ
オ
の
交
通
情
報
で

は
い
つ
も
狛
江
三
叉
路
の
名
が
報
じ

ら
れ
て
い
た
。
一
方
反
対
車
線
で
も
、

市
役
所
前
を
目
前
に
バ
ス
か
ら
降
り

ら
れ
な
い
乗
客
が
い
ら
い
ら
し
て
い

た
。

　

小
田
急
線
の
急
行
も
朝
の
上
り
以

外
は
成
城
学
園
前
を
止
ま
ら
な
か
っ

た
か
ら
、
夕
方
な
ど
新
宿
か
ら
狛
江

ま
で
来
る
の
に　

分
も　

分
も
か

４０

５０

か
っ
た
。
だ
か
ら
急
行
に
乗
っ
て
登

戸
ま
で
行
っ
て
引
き
返
す
人
が
い
た

と
み
え
、
狛
江
駅
の
改
札
口
に
は
、

「
登
戸
ま
で
行
っ
て
戻
っ
て
き
た
場

合
に
は
往
復
料
金
を
い
た
だ
き
ま

す
」
と
い
う
内
容
の
張
り
紙
が
し
て

あ
っ
た
。

　
　

井　

上　
　

孝

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１４６－

■
利
用
使
用
者
再
募
集

〔
募
集
農
園
〕
い
わ
ど
み
な
み
第
２

農
園

〔
場
所
〕
岩
戸
南
四
丁
目　

番
先

２７

〔
募
集
区
画
数
〕
一
般
世
帯
５
区
画

〔
区
画
面
積
〕　

・
５
�

１２

〔
年
間
管
理
料
〕
６
�
２
５
０
円

〔
使
用
期
間
〕
４
月
１
日
か
ら
平
成

　

年
３
月　

日
ま
で
の
２
年
間
。
た

２０

３１

だ
し
、
２
年
間
に
限
り
更
新
可
能

〔
募
集
条
件
〕
▽
市
内
に
住
民
登
録

ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方

で
構
成
す
る
世
帯
▽
申
請
者
が
世
帯

主
で
あ
る
こ
と
▽
利
用
者
は
世
帯
主

本
人
お
よ
び
そ
の
世
帯
の
構
成
員
に

限
る
▽
１
世
帯
１
区
画
▽
現
在
、
他

の
市
民
農
園
を
使
用
し
て
い
な
い
世

帯
▽
利
用
期
間
内
に
継
続
し
て
農
園

の
維
持
・
管
理
の
で
き
る
世
帯

〔
申
込
方
法
〕３
月　

日
�
ま
で（
消

１７

印
有
効
）
に
、
往
復
は
が
き
で
、
世

帯
主
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
産
業
生
活
課
へ
（
１

世
帯
１
枚
に
限
る
）。

※
現
在
他
園
で
空
き
待
ち
の
登
録
を

し
て
い
る
世
帯
が
今
回
申
し
込
み
を

す
る
と
、
そ
の
空
き
待
ち
の
資
格
は

無
効
に
な
り
ま
す
。　

〔
抽
選
〕　

日
�
午
前
９
時
か
ら
５

２３

０
３
会
議
室
で
公
開
抽
選
。
申
込
者

に
は
、
後
日
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

当
選
し
た
方
は
、　

日
�
に
行
う
市

２５

民
農
園
貸
付
手
続
・
説
明
会
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
講
演
会

　

市
民
農
園
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
の

耕
作
上
の
知
識
・
技
術
の
向
上
を
目

的
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
は
市
民
農
園
使
用
者
以

外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

〔
日
時
〕　

日
�
午
後
２
時
〜
３
時

２５

　

分
３０〔

会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
市
民
農
園
使
用
者
以
外
募
集
人

員
〕
先
着　

人
程
度

２０

※　

日
�
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

２４
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
産
業

生
活
課
へ
。
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平
成　

年
度
中
に
職
員
に
欠
員
が

１８

生
じ
た
と
き
補
充
す
る
た
め
の
採
用

候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。　

〔
職
種
・
受
験
資
格
〕
別
表
の
と
お

り
。
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
地
方

公
務
員
法
第　

条
（
欠
格
条
項
）
に

１６

該
当
す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

〔
募
集
人
員
〕
若
干
名

〔
申
込
書
配
布
・
申
込
期
間
〕
３
月

　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
の
午
前
８

１５

３１

時　

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
に

３０
職
員
課
で
配
布
し
、
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）。

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

〔
提
出
書
類
〕
▽
受
験
申
込
書
▽
最

終
学
歴
の
卒
業
証
明
書
と
成
績
証
明

書※
電
子
申
請
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
）
に
よ
る
申
し

込
み
も
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、　

日
�

２４

午
後
５
時
ま
で
が

申
請
期
限
と
な
り
、

写
真
、卒
業
証
明
書
、

成
績
証
明
書
を
申
込
期
間
中
に
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
第
一
次
試
験
日
〕
４
月　

日
�

２３

〔
問
い
合
わ
せ
〕
職
員
課

�
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受験資格年齢要件
学歴
区分

職　種

各々の学校を
卒業した方

昭和５１年４月
２日以降生まれ
の方

大学

一般技術
（建築技術）

昭和５３年４月
２日以降生まれ
の方

短大

昭和５５年４月
２日以降生まれ
の方

高校

※活字印刷による出題に対応できる方

�
�
�
�
�
�
�
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以
上
が
、
新
年
度
の
主
な
新
規
･

拡
充
事
業
等
で
す
が
、
市
民
要
望
は

ま
だ
ま
だ
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
か
ら
の
地
方
財
政
削

減
と
あ
わ
せ
、
税
収
等
の
大
幅
な
増

も
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
現
行
事

業
の
継
続
さ
え
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
処
し
、
限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、

社
会
的
弱
者
へ
の
配
慮
を
行
い
つ
つ

事
業
を
見
直
し
、
必
要
性
、
効
率
性
、

緊
急
性
の
高
い
事
業
へ
重
点
化
す
る

な
ど
、「
選
択
」
と
「
集
中
」
を
さ
ら

に
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、「
狛
江
市
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
中
期
的
な

予
算
管
理
へ
の
転
換
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
第
４
次
基
本
計
画

の
実
施
計
画
と
緊
急
行
動
計
画
を
含

め
た
行
財
政
改
革
推
進
計
画
を
ま
と

め
、
５
年
間
の
行
財
政
の
見
通
し
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。
現
財
政

状
況
下
で
も
何
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
を
示
す
と
と
も
に
、
財
政
基
盤

を
確
立
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
事
業
展

開
が
可
能
に
な
る
の
か
、
市
民
と
共

有
す
る
た
め
の
計
画
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン
に
お
い

て
も
、
教
育
委
員
会
の
第
一
中
学
校

と
第
四
中
学
校
の
統
合
に
関
す
る
考

え
が
ま
と
め
ら
れ
た
の
を
受
け
、
現

在
改
定
作
業
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
中
学
校
給
食
の
実
施
や
中

学
校
の
適
正
配
置
・
適
正
規
模
化
の

推
進
な
ど
、
重
要
課
題
に
関
す
る
時

期
や
方
向
性
も
打
ち
出
し
て
ま
い
り

ま
す
。

�

�
�
�
�
�
�
�
	



　

地
方
財
政
に
と
っ
て
、
暴
風
雨
と

も
例
え
ら
れ
る
こ
の
２
年
間
で
し
た

が
、
議
会
の
ご
理
解
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
市
民
の
皆
様
の
協
力
と
職
員

が
一
丸
に
な
っ
た
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
展
望

が
開
か
れ
つ
つ
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

こ
れ
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く

た
め
に
、
残
る
２
年
間
の
緊
急
行
動

計
画
を
達
成
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ

の
先
、
自
立
し
た
都
市
と
し
て
市
民

福
祉
の
向
上
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
加
え

て
そ
の
過
程
で
市
民
参
加
、
市
民
協

働
を
さ
ら
に
豊
か
な
も
の
と
し
、「
市

民
が
主
人
公
の
市
政
」
発
展
に
向
け

て
、
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
い
く
所

存
で
す
。

　

市
議
会
の
皆
様
に
は
、
直
面
す
る

危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
新
年

度
の
市
政
運
営
に
格
別
の
お
力
添
え

を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
私
の
所
信
表
明
と
い
た
し
ま

す
。��������	
���������	
�

��������	
����������	
��
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　緊急行動計画は、３年間の目標で収支均衡型財政への転換を目指してい
るが、平成１７年度の到達点を踏まえ、１８年度での達成に向けて全力を尽く
していく。各部課におかれては、経費の節減や新たな財源確保のために、
一層の事業の精査、補助金等の確保などに努力するものとする。また、税
等の収納体制をさらに強化していく。
　なお、緊急行動計画の推進にあたっては、市民や関係者への説明に充分
意を払い、その理解と協力が得られるよう努める。
��������	
��
����������

　新年度においても緊縮財政を基調として、新たな事業は抑制、延伸する
ことを原則とするが、その中でも「政策課題」として示した「次世代育成」
「健康」「安全」等を重点政策と位置づけ、さらに拡充に向けた努力を重ね
ていく。また各所管においては、長期的な視点も含め、鋭意必要な施策を
選択し、その構築を図られたい。
���������

○子育て一番のまち―狛江づくり
○健康なまちづくり
○安全で連帯感のある狛江づくり
○便利で活気のあるまちづくり
○市民文化の振興と狛江らしさづくり
��������	
��
����������	
���������

����

　介護保険制度の見直しなどが行われ、さらには障害者自立支援法制定
や高齢者医療保険制度の導入等の動きが強まっている。また狛江市にお
いても、「三位一体の改革」に対応するための第３次行財政改革推進計画の
実施によって、市事業の見直しを余儀なくされており、こうした影響に
よって、低所得者、高齢者、障がい者など社会的に弱い立場の人々に、負担
増や必要なサービスの縮減が集中し、生活不安に追込むことのないよう、
細心の注意を払い、行政として必要な手立てを可能な限り講じるものと
する。
��������	
�����
�����������������

　これまで、市民参加と協働の枠組みづくりが進められてきたが、今後、
その実践において習熟と徹底を図り、一層の発展を目指す。特に、市民と
行政との共催事業を重視し、現行市事業の協働化、市民活動との協働化を
推進する。とりわけ、「狛江らしさ」づくりにつながる市民活動を重視する
とともに、市としても先導的な事業を組み立て、市民との連携を図るなか
で、魅力ある都市としての発展に努める。
　なお、市政情報の公開 ･提供は、市民参加 ･協働の土台であることを認
識し、常にその制度の前進に力を尽くさなければならない。
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広報こまえ　平成１８年（２００６年）３月１５日　�
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５.２％１�１０２�０００２１�２７６�０００２２�３７８�０００� � � �

△１.９％△３４２�６６０１８�１８０�９４７１７�８３８�２８７� � � �

１.３％９０�８０４６�８２３�１２９６�９１３�９３３������

△１.４％△７１�４１９５�１２８�３６３５�０５６�９４４������

６.７％２１２�１７３３�１６３�６０３３�３７５�７７６� � � �

△１９.７％△４４２�９９１２�２５４�２３１１�８１１�２４０� � � � �

△７.９％△５�６２７７１�０２１６５�３９４� � � � �

△１７.０％△１２５�６００７４０�６００６１５�０００������

１.９％７５９�３４０３９�４５６�９４７４０�２１６�２８７�����

��������	
��
��� （単位：千円）
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����������
����
���

����
���

�����
���

��������	
��
�

　子どもフリープレイに学童的機能
を包括して、新たな放課後児童対策
事業として緑野小学校でも実施しま
す。

８，８４９６，２５４１５，１０３
������

児童福祉課
��

　平成１８年度から指定管理者制度
に移行し、岩戸児童センターで実施
している小学生クラブを和泉児童館
でも実施します。

（２４，０１８）（８７，０５５）１１１，０７３

���

�������

児童福祉課 
��

　市立外保育園等の運営費を補助す
るとともに、民間保育所整備費への
補助を実施します。

５，０４６５０３，２７３５０８，３１９
��������	

児童福祉課
��

　国の制度に基づき、対象年齢の拡
大および所得制限を緩和します。１７１，７０７２９４，１７４４６５，８８１

�������

児童福祉課　��

　緑野小学校の９ 月新校移転に向け 、
新築工事の推進を図るとともに、備
品整備等を進めます。

３５７，６９１８７６，００２１，２３３，６９３
������

学校教育課
��

　放課後等に、市立小学校施設を開
放し、安全な遊び場を提供するとと
もに、集団での遊びを通じて、児童
の健全育成を図ります。

（７８３）（１０，９８３）１１，７６６
���������

社会教育課
��

▽ふるさと自然体験事業（市民協働
課）
▽子ども音楽ふれあい事業（児童福
祉課）
▽子ども多摩川ふれあい事業（環境
改善課）
▽子ども農業体験事業（産業生活課）
▽子ども科学体験事業（社会教育課）
▽地域交流図書室やさきやま文庫読
書推進事業（社会教育課）
▽親子読書推進事業（中央図書館）

４，６５００４，６５０
��������	

��

　学習環境の整備と特別支援教育の
推進、教育相談の充実を図ります。
▽就学相談　特別支援教育ネット
ワーク連絡協議会を立ち上げます。
▽不登校対策支援　学校派遣心理相
談員の派遣日数増と適応指導員を増
員します。
▽特別支援教育事業
▽国際理解教育促進　外国語英語指
導員の小学校への派遣日数を増やし
ます。
▽情報教育推進事業　各学校コン
ピュータ室へのパソコン４０台配備
と情報器材を充実します。
▽図書整備
▽情緒障がい学級　和泉小学校に情
緒障がい学級（通級）を新設します。

７，９８３１０８，８８０１１６，８６３

��������	

学校教育課
指導室
��

��������

　乳幼児に係る医療費の一部を助成
することで、乳幼児の保健の向上と
健やかな育成を図ります。

２４，３９８１５１，３９６１７５，７９４
��������

保険年金課
��

　身近な地域で介護予防のため高齢
者の体力づくりの基盤整備を行うと
ともに、地域で活動できる指導者を
養成します。一般高齢者に対する介
護予防施策を充実させるため、西河
原公園に運動遊具を設置します。

６，２８５０６，２８５

������

����

高齢福祉課
��

　検診および当該検診に基づく指導
を行います。６５歳以上を対象に基本
チェックリストを導入するとともに、基
本健康診査の受診枠を１，０００人拡大
し、７，５００人とします。

１２，６１６１６３，１２６１７５，７４２
����

健康課
��

　平成１８年度から水曜夜間を加え
ることにより、平日夜間すべての曜
日で実施します。

１８６２，２９２２，４７８
������

��������

健康課　��

　虚弱高齢者を対象に、要介護状態
になることを予防する事業を展開しま
す。
▽運動器の機能向上事業
▽栄養改善事業
▽口腔機能の向上事業
▽配食サービス事業
▽介護予防健診

１２，８０２０１２，８０２

����

�������

��������	


高齢福祉課
��

　一般高齢者を対象に、生活機能低
下を予防する事業を展開します。
▽栄養改善教室
▽運動遊具による教室
▽健康セミナー
▽会食会事業
▽介護予防教室

１８，７７５０１８，７７５

����

�������

��������	


高齢福祉課
��

��������	
��
�

　「国民保護法」を受けて、避難およ
び救援など市民の保護のための措置
を的確かつ迅速に実施するため、狛
江市国民保護計画を策定します。計
画策定に向け、国民保護協議会を設
置し審議を進めます。

５，１２５０５，１２５
��������

総務防災課
��

　災害対策用資機材の備蓄と維持管
理、訓練等を行い災害時の対応能力の
向上を図るとともに、防災意識の普及
活動等を実施します。また、洪水ハザー
ドマップを作成（全戸配布）します。

９，１０３１７，５７７２６，６８０
�������

総務防災課
��

����������
����
���

����
���

�����
���

　防災拠点としての市庁舎の耐震診
断を実施します。△５，７１８１０６，０９６１００，３７８

�������

総務防災課　��

　生活安全対策協議会を中心に、犯
罪防止への実質的な地域的な取り組
みを実施します。 犯罪の抑止・災害の
予防のための地域安心安全情報共有
システムの安定的運営を図ります 。

７０８２，０００２，７０８

������

���

総務防災課
��

　住宅の耐震化率を向上させるため、
昭和５６年以前に建築した新耐震基
準以前の木造住宅の耐震診断に対す
る助成制度を創設し、１件あたり５万
円を限度に助成します。

１，００００１，０００

������

����

産業生活課
��

　緑野小新校開校に伴い、歩車道を
整備し、児童の安全な通学路を確保
するとともに、一般歩行者の安全と
利便性を向上させます。

２８１，１８００２８１，１８０

������

������

整備課
��

　緑野小新校開校に伴う通学路や地
域住民の避難経路を確保し、公園利
用者の利便性向上のため、公園北側
に連絡道路を整備します。

６４，８３８０６４，８３８

��������	

������

整備課
��

　犯罪等から児童を守るため、学校
安全対策として、防犯ブザーの貸与
および小学校へ学校安全巡回員を配
置し、校舎内巡回、学校敷地内巡回、
火気使用箇所点検、不審者等通報な
どを行います。また、各小学校へ防犯
カメラ等を設置します。

（１０，９４２）（３，１１３）１４，０５５
�������

学校教育課
��

　計画的に校舎・屋内運動場の耐震
診断・整備工事等を行います。 また、
特別支援教育に向けて 、２校に１校の
体制で通級指導学級を設置するため
和泉小学校を整備します。アスベス
ト対策として、第二中学校階段天井
改修工事を行います。

８，９８６

８，１６６

１０２，０００

７，２２０

小学校
１１０，９８６

中学校
１５，３８６

��������

学校教育課
��

��������	
��


　事業者団体である商工会が事務局
となることで密接な情報交換がで き 、
双方の会員増強につながる効果が見
込まれるため、 事務局を移管します。

１，４４４１，７８４３，２２８
��������	

産業生活課
��

　地域の商店街等が実施するイベン
トおよび活性化事業に対し、必要な助
成を行います。商店街ポータルサイト
を新たな助成事業とします。

４，５９８７，２３５１１，８３３
��������

��������

産業生活課　��

　多摩川流域の各自治体等との連携
のもと、多摩川河川敷の一斉清掃を
行います。不法投棄防止のために和
泉多摩川周辺のパトロールを開始し
ます。

６６１２１８８７９
�������

清掃課
��

　幹線道路の整備として、安全な歩
行者 ・自転車空間や、自動車の円滑な
交通を確保するため、都道整備との
調整を図りながら整備を進めます。

３，３２５０３，３２５

������

����

整備課
��

▽市道５号線をはじめとする３路線
生活道路の基盤整備
▽一の橋交差点

５，５４２６５，０３８７０，５８０
�������

整備課
��

　狛江駅北口周辺の混雑を緩和し、
安全な歩行者・自転車空間や、自動
車の円滑な交通を確保するため整備
を行います。

１２５，７３２０１２５，７３２

��������

����������

������

整備課　 ��

��������	
��
���

　補助金検討委員会の答申を受け、
補助金の評価を実施するにあたり、
広く透明性を確保するため、第三者
機関を設置します。

３４６０３４６
�����

������

企画経営室　��

　「音楽の街」をキーワードに、市民と
ともに文化・芸術活動の醸成を図りま
す。骨子および構想を策定し、事業化
に向け取り組みます。音楽の街－狛江
の構想策定委員会を設立します。

２４４０２４４

�������

���

市民協働課
��

　「新しい風補助金」として、先駆的
な活動または特色ある事業を実施す
る市民公益活動団体の事業に対し、
その経費の一部について補助金を交
付することにより団体の成長および
発展を図ります。

５００１，５６３２，０６３

������

����

市民協働課
��

　地域福祉の増進のため、福祉団体
の育成および活動の充実を図ること
を目的に、福祉団体が実施する事業
に対する補助を行います。

１，０００１，５００２，５００
����

������

高齢福祉課　��

　中学生を主な対象として実施する
職場体験活動、小学校を中心に行わ
れている学校警備ボランティア活動
などさまざまな地域交流活動を支援
し、地域に根ざした教育活動の一層
の充実を図り、地域と連携した学校
づくりを進めます。

４０００４００
������

指導室
��

　市内の古民家等を復元保存し、利
用に供することにより、地域文化の
継承と発展に寄与します。指定管理
者制度に移行します。

（△４）（７，５９１）７，５８７
����

�������

社会教育課　��

　市民および地域社会の文化・芸術
の向上と市民福祉の増進を図ります。
指定管理者制度に移行し、そのメリッ
トが生かせるよう利用料金制をとり、
収益の拡大が図れるような効率的な
管理運営を求めます。

（△１３，９４８）（１１４，２８０）１００，３３２

�����

�������

社会教育課
��

��������	
��
��
������������������ !"����������������������������#$%&'�
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申
請
の
際
に
は
学
生
証
や
、
在
学

証
明
書
が
必
要
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２ （
３
６
１
）１
０
１
１

　

国
民
年
金
は
、
海
外
留
学
な
ど
海

外
で
生
活
す
る
人
も
、
希
望
に
よ
り

任
意
で
加
入
で
き
ま
す
。

　

本
来
、
海
外
に
在
住
し
て
い
る
期

間
は
、
合
算
対
象
期
間
と
し
て
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
計

算
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算
に

は
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

将
来
の
年
金
額
を
増
額
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
加
入
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
最
後
に
住
民
票
の
あ
っ
た
市
区

町
村
役
場
で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
親
族
の
方
な
ど
に
依
頼
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
�
日
本

国
民
年
金
協
会
が
無
料
で
加
入
の
手

続
き
を
代
行
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１
ま
た
は
�
日
本
国
民
年
金
協
会
�

（
３
２
６
５
）
２
８
８
５

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
都
が
策
定
し
、

管
理
組
合
が
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い

維
持
管
理
の
具
体
的
な
項
目
や
水
準

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
新

規
分
譲
時
に
事
業
者
が
購
入
予
定
者

に
説
明
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
事
項

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp://w

w
w
.tosh

iseib
i.m

etro.tokyo.jp/

）
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
都
民
情
報
ル
ー
ム
等
で

１
部
４
６
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
民
間
住
宅

課
�
（
５
３
２
０
）
５
０
０
４

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時
か

２８

１０

ら〔
会
場
〕
３
階
市
議
会
第
２
委
員
会

室〔
案
件
〕
調
布
都
市
計
画
用
途
地
域

変
更
の
東
京
都
案
に
つ
い
て
ほ
か

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
２２

�
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
で
「
都
市
計
画
審
議
会
傍
聴
希

望
」、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、
〒
２
０
１
―
８
５
８
５

狛
江
市
役
所
計
画
課
へ
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
６
時　

１６

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
午
後
１
時　

２４

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
都
庁

〔
案
件
〕
調
布
都
市
計
画
用
途
地
域

ほ
か

※
事
前
抽
選
に
よ
り　

人
ま
で
傍
聴

１５

可
。
審
議
案
件
の
照
会
は
、
都
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（h

ttp://w
w
w
.m
etro

.tokyo.jp

）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
�
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往

３１復
は
が
き
で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
〒
１
６
３
―

８
０
０
１
新
宿
区
西
新
宿
２
―
８
―

１
東
京
都
都
市
計
画
課
�
（
５
３
８

８
）
３
２
２
５
へ
。

▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前
８
時　

２６

３０

分
〜
午
後
５
時

▽
臨
時
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
・
４
月
２
日

１９

�
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▽
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
・　

日
�
午

２３

３０

後
８
時
ま
で

〔
会
場
〕
収
納
課

■
税
金
の
納
付
に
は
、
便
利
で
納
め

忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

〔
申
込
方
法
〕
預
貯
金
通
帳
、
印
鑑

（
通
帳
用
）・
納
税
通
知
書
を
持
参
し
、

金
融
機
関
・
郵
便
局
お
よ
び
収
納
課

の
窓
口
へ
。

※
一
度
の
手
続
き
で
、
翌
年
度
以
降

も
自
動
的
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

　

平
成　

年
度
の
狛
江
市
の
市
民
参

１６

加
と
市
民
協
働
の
推
進
状
況
を
ま
と

め
た
報
告
書
が
で
き
ま
し
た
。
ご
希

望
の
方
に
は
、
市
民
協
働
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。な
お
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
市
民
参
加
の
ひ
ろ
ば
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

　

災
害
時
に
井
戸
水
を
提
供
し
て
い

た
だ
け
る
方
の
登
録
を
募
集
い
た
し

ま
す
。
登
録
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防

災
課
へ
。

　
「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」が
４
月

１
日
に
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

新
し
い
保
険
証
を
３
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。

　

新
し
い「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」

は
、
医
療
保
険
の
保
険
証
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
病
院
・
診
療
所
等
で
の

医
療
の
治
療
に
は
使
え
ま
せ
ん
。
被

保
険
者
の
方
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
時
や
、
介
護
認
定
申
請
手

続
き
を
す
る
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
に
も
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
期
限
の
切
れ
た
保
険
者
証

は
、
保
険
年
金
課
へ
ご
返
却
く
だ
さ

い
（
郵
送
可
）。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
２
時
か

２６

ら
２
時
間
程
度

〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
展
示
・

多
目
的
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

　

国
と
東
京
都
は
、
東
京
外
か
く
環

状
道
路
（
外
環
、
関
越
道
〜
東
名
高

速
）
に
関
し
、「
考
え
方
」、「
計
画
概

念
図
」
に
続
き
「
環
境
へ
の
影
響
と

保
全
対
策
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
▽
オ
ー
プ
ン

１９

ハ
ウ
ス　

午
後
１
時
〜
５
時
▽
意
見

を
聴
く
会　

午
後
３
時
〜
５
時

〔
会
場
〕
谷
戸
橋
地
区
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課
ま
た
は
国

土
交
通
省
外
か
く
環
状
道
路
調
査
事

務
所
�
０
１
２
０
（　

）
１
４
９
１

３４

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
７
時
か

２４

ら〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
内
容
〕
都
道
１
１
４
号
線
（
武
蔵

野
狛
江
線
）
整
備
（
中
和
泉
一
丁
目

１
７
９
２
番
５
、
１
８
５
３
番
１
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
整
備
課
・
計
画
課

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
・　

日
�
午

２７

２８

前　

時　

分
〜
午
後
４
時

１０

３０

〔
会
場
〕
保
険
年
金
課
前

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２ （
３
６
１
）１
０
１
１

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生
で

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と

き
に
、
本
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定

基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認

さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
義
務
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

平
成　

年
度
に
承
認
さ
れ
て
、
平

１７

成　

年
度
も
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

１８
平
成　

年
度
中
に
再
度
、
申
請
す
る

１８

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成　
１７

年
度
に
希
望
し
、
申
請
し
て
い
な
い

方
は
、
平
成　

年
４
月
中
に
申
請
す

１８

れ
ば
、
平
成　

年
４
月
に
さ
か
の

１７

ぼ
っ
て
承
認
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
狛
江
市
都
市
計
画
審
議
会

市
民
参
加
・
市
民
協
働
報
告

書
が
で
き
ま
し
た

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口

災
害
対
策
用
井
戸
の
登
録
を

募
集
し
ま
す

介
護
保
険
被
保
険
者
証
が
更

新
さ
れ
ま
す

テ
ー
マ
型
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
支
援
活
動
発
表
会

外
環
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
・
意

見
を
聴
く
会

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

学
生
納
付
特
例
制
度
の
手
続

き
を
お
忘
れ
な
く

海
外
留
学
す
る
方
で
も
、
国

民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す

�
狛
江
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議

�
東
京
都
都
市
計
画
審
議
会

�

�

�

�

������������������

������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

相
談
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
を
踏

ま
え
て
、
内
容
を
一
部
変
更
し
ま

す
。

▽
交
通
事
故
相
談

　

現
在
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
の

開
催
を
、
毎
月
第
３
火
曜
日
に
変

更
し
ま
す
。
ま
た
、
受
付
方
法
を

事
前
予
約
制
と
し
ま
す
。

▽
創
業
相
談

　

相
談
窓
口
を
廃
止
し
ま
す
。
な

お
、
ご
相
談
は
狛
江
市
商
工
会
�

（
３
４
８
９
）
０
１
７
８
で
行
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
パ
ソ
コ
ン
相
談

　

定
例
相
談
を
廃
止
し
、
別
途
単

独
開
催
を
年
間
４
〜
５
回
予
定
し

て
い
ま
す
。

▽
難
病
者
相
談

　

相
談
日
を
現
在
の
原
則
毎
月
第

１
木
曜
日
を
、
原
則
毎
月
第
１
月

曜
日
に
変
更
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

国
民
年
金
保
険
料
の
臨
時
納

付
・
相
談
窓
口
開
設

都
市
計
画
道
路
整
備
事
前
説

明
会

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	




　

３
月
か
ら
６
月
ま
で
は
カ
ラ
ス

の
繁
殖
期
に
あ
た
り
、
多
く
の
カ

ラ
ス
が
ね
ぐ
ら
を
離
れ
、
公
園
の

樹
木
や
住
宅
周
辺
の
街
路
樹
、
庭

木
な
ど
に
巣
を
作
り
ま
す
。

　

例
年
巣
の
回
り
で
人
が
襲
わ
れ

る
な
ど
の
被
害
が
多
く
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
親
の
カ
ラ
ス
が
子
育

て
の
時
期
に
卵
や
ヒ
ナ
を
守
る
行

動
の
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
に
襲
わ
れ
る
な
ど
の
被

害
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
身
近

な
と
こ
ろ
に
巣
を
作
ら
れ
な
い
よ

う
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
都
会
の
カ
ラ
ス
の
巣
の
材
料
の

大
部
分
が
針
金
式
の
ハ
ン
ガ
ー
で

す
。
カ
ラ
ス
の
巣
を
作
り
に
く
く

す
る
た
め
に
も
、
使
い
終
わ
っ
た

針
金
ハ
ン
ガ
ー
は
必
ず
片
付
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
空
き
地
や
駐
車
場
な
ど
で
ハ
ト

等
に
え
さ
を
与
え
る
こ
と
は
、
カ

ラ
ス
を
誘
う
原
因
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
自
粛
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
巣
を
作
ら
れ
そ
う
な
場
所
は
、

巣
を
作
り
に
く
い
（
隠
れ
に
く
く

人
目
に
つ
き
や
す
い
）
よ
う
に
、

枝
木
を
せ
ん
定
す
る
な
ど
の
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
原
則
と
し
て
、
市
が
所

有
・
管
理
す
る
施
設
に
巣
が
で
き

て
人
間
に
危
害
を
加
え
る
場
合
、

巣
を
撤
去
す
る
な
ど
の
対
策
を
行

い
ま
す
。
民
有
地
の
場
合
は
、
そ

の
土
地
の
所
有
者
お
よ
び
管
理
者

の
責
任
で
対
応
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

�

�

�

�

�����������������

�����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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市
で
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
す

べ
て
焼
却
し
て
い
ま
す
。

　

可
燃
ご
み
は
そ
の
ま
ま
燃
や

せ
ま
す
が
、不
燃
ご
み
は
砕
い
て

か
ら
燃
や
し
て
い
ま
す
。そ
の
中

に
テ
ー
プ
類
が
入
る
と
機
械
に

絡
ま
り
、故
障
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、必
ず
可
燃
ご
み

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
可
燃
ご
み
の
組
成
分
析
に
参

加
し
ま
せ
ん
か

〔
日
時
〕３
月　

日
�
午
前
９
時

２９

か
ら

〔
会
場
〕
狛
江
市
ビ
ン
・
缶
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

〔
持
ち
物
〕
長
靴
・
タ
オ
ル
※
汚

れ
て
も
良
い
服
装
で

■
清
掃
課
か
ら
の
お
願
い

　

指
定
袋
は
口
が
閉
ま
る
よ
う

に
ご
み
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

可
燃
・
不
燃
ご
み
袋
の
口
は

テ
ー
プ
や
紐
で
縛
ら
ず
に
、左
図

の
よ
う
に
む
す
ん
で
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

第

回

第　

回　

ビ
デ
オ
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は

ビ
デ
オ
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は

１０１０

　
　
　
　

黄
色
い
袋（
可
燃
ご
み
）で
出
し
て
く
だ
さ
い

黄
色
い
袋（
可
燃
ご
み
）で
出
し
て
く
だ
さ
い

　

狛
江
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
に

は
地
区
ま
ち
づ
く
り
準
備
会
、地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、テ
ー
マ

型
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
対
し

て
の
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。内

容
は
助
成
金
交
付
、ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
情
報
提
供
お
よ
び
専

門
家
の
派
遣
等
が
あ
り
ま
す
。

　

助
成
金
は
地
区
ま
ち
づ
く
り

準
備
会
お
よ
び
協
議
会
に
つ
い

て
は
市
が
認
め
た
も
の
に
交
付

し
ま
す
。テ
ー
マ
型
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
へ
の
助
成
金
は
募
集
期

間
内
に
申
請
し
、狛
江
市
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
に
よ
る
コ
ン
ペ
形

式
の
公
開
審
査
を
受
け
、そ
の
結

果
を
踏
ま
え
支
援
決
定
し
ま
す
。

　

情
報
提
供
は
、市
が
持
っ
て
い

る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報

で
、公
開
で
き
る
も
の
を
提
供
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

専
門
家
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、市

の
定
め
る
派
遣
に
要
す
る
費
用

を
負
担
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

登
録
し
て
い
る
専
門
家
に
依
頼

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、「
○

○
氏
に
専
門
家
と
し
て
来
て
も

ら
い
た
い
」と
い
う
要
望
が
あ
れ

ば
、登
録
を
要
望
し
て
派
遣
す
る
、

と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。た
だ

し
、
回
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
テ
ー
マ
型
ま

１７

ち
づ
く
り
協
議
会
２
団
体
が
助

成
金
に
よ
る
支
援
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
団
体
は
、支
援
を
受

け
た
１
年
間
の
活
動
内
容
を
年

度
末
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、公

開
の
場
で
発
表
を
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

�

�

�

�

�

�

�

�

〔
日
時
〕
４
月
３
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
９
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１６母
子
健
康
手

帳
・
問
診
票
・

保
険
証
・
現
在

使
っ
て
い
る
お

子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

を
送
付
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
４
月

　

日
�
受
付

１３時
間
は
午
後

１
時
〜
１
時

　

分
〔
会
場
〕

３０あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平

成　

年
３
月
生
ま
れ
の
幼
児
〔
持
ち

１５
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目

と
耳
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送

付
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
４
月
４
日
�
受
付
時
間
は

午
前　

時
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ

１０

１０

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後

３
〜
６
カ
月
未
満
の
乳
児
（
平
成　
１７

年　

月
５
日
以
降
の
生
ま
れ
）〔
持
ち

１０
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
※
生

後
３
カ
月
以
上
の
方
で
予
診
票
の
な

い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー〔
対

象
〕
現
在
第
１
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

５
・
６
カ
月
児
の
赤
ち
ゃ
ん
の
保

育
と
離
乳
食
（
初
期
）
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
す
。
受
講
中
は
赤
ち
ゃ
ん
を

お
預
か
り
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
４
月
６
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ

セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手

帳
・
筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
赤

ち
ゃ
ん
の
飲
み
物
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前
９
時　

２２

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康

手
帳

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前
９
時　

１７

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
育
児
学
級

■
３
歳
児
健
康
診
査

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

■
フ
ロ
ア
ー
健
康
相
談
〜
育
児
相
談

も
お
気
軽
に
〜

健
康
診
査

健
康
診
査�

健
康
診
査

健
康
診
査�

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

教
　
室

教
　
室�

教
　
室

教
　
室�

健
康
相
談

健
康
相
談�

健
康
相
談

健
康
相
談�

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

予
防
接
種

予
防
接
種�

予
防
接
種

予
防
接
種�

�
�
�
�

�

�
��

�

�

���
�
�
�
�
�

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:/

/w
w
w
.h
im
aw
ari.m

et

ro.tokyo.jp/

〔
診 
療 
日
〕　

日
・　

日
・　

日

１９

２１

２６

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

〔
診 
療 
日
〕
月
・
火
・
木
・
金
曜

日
（
当
院
の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

※
事
前
に
電
話
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

■
育
児
相
談

�

�

�

�

���������������������

���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

��

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

�

�

�

�

�

��

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
改
善
を

目
的
に
、
運
動
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

健
康
診
断
の
結
果
や
日
ご
ろ
の

食
生
活
・
運
動
な
ど
の
健
康
状
態

を
伺
い
、
体
力
測
定
を
行
っ
て
、

個
人
の
状
態
に
合
わ
せ
た
運
動
計

画
を
作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
セ
ミ

ナ
ー
期
間
終
了
後
は
、
フ
リ
ー
の

時
間
帯
を
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

な
ど
の
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、

楽
し
く
運
動
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

〔
運
動
期
間
〕
５
〜
７
月

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
対
象
〕　

歳
以
上
の
市
民

４０

〔
定
員
〕
各
コ
ー
ス　

人
（
平
成

１６

　

年
度
参
加
の
方
は
申
し
込
み
で

１７き
ま
せ
ん
）

〔
抽
選
〕
４
月
３
日
�
午
前　

時
１０

か
ら
３
０
１
会
議
室
で
公
開
抽
選

を
行
い
ま
す
。
結
果
は
、
当
日
電

話
で
連
絡
し
ま
す
。

※
病
気
や
け
が
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
目
的
の
利
用
や
、
心

疾
患
、
脳
血
管
障
害
な
ど
の
病
気

を
し
た
方
な
ど
、
身
体
の
状
態
に

よ
っ
て
は

ご
参
加
い

た
だ
け
な

い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３

月　

日
�
ま
で
に
健
康
課
�
（
３

３１
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

 ■健康運動セミナー

時　間曜　日参加費コース

午前１０時～正午火曜日
金曜日

１万円 
（全２２回）

Ａ

午後１時～３時Ｂ

午後１時～３時水曜日５,０００円 
（全１０回）

Ｃ

午前１０時～正午日曜日Ｄ

※第２期以降の募集は、６・８・１１月です。



広報こまえ　平成１８年（２００６年）３月１５日　�

〔
日
時
・
内
容
〕
３
月　

日
�
▽
午

２６

前　

時
〜
午
後
３
時　

和
服
の
着
付

１１
け
と
お
茶
席
▽
午
後
１
時
〜
３
時　

懇
親
会
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン〔
会
場
〕

西
河
原
公
民
館
〔
参
加
費
〕
５
０
０

円
（
中
学
生
以
上
）
※
会
員
と
外
国

の
方
は
無
料
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課
（
国

際
交
流
協
会
事
務
局
）

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時
〜

２４

１０

　

時
〔
会
場
〕
狛
江
市
ビ
ン
・
缶
リ

１１サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

〔
日
程
〕
３
月　

日
�
〜
４
月　

日

１８

１６

�〔
問
い
合
わ
せ
〕
野
川
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
０
）
２
２
１
１

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時
〜

２５

１０

正
午
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
展

示
・
多
目
的
室
〔
講
師
〕
樋
野
公
宏

さ
ん
（
独
立
行
政
法
人
建
築
研
究
所

住
宅
・
都
市
研
究
グ
ル
ー
プ
）

※
広
報
こ
ま
え
３
月
１
日
号
で
は
、

　

日
�
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

２４
　

日
�
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

２５〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

〔
日
時
・
内
容
〕
▽
３
月　

日
�
午

１６

後
６
時　

分
〜
８
時　

分　

労
働
審

３０

３０

判
制
度
と
は
何
か
▽　

日
�
午
後
６

２２

時　

分
〜
８
時　

分　

労
働
審
判
制

３０

３０

度
の
活
用
の
仕
方
〔
会
場
〕
調
布
市

民
プ
ラ
ザ
あ
く
ろ
す
（
京
王
線
国
領

駅
北
口
徒
歩
１
分
）〔
定
員
〕
先
着　
８０

人〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
東
京

都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
八
王
子

事
務
所
�
０
４
２
６
（　

）
０
２
７

４３

８
へ
。

〔
職
種
〕
貸
出
業
務
・
図
書
整
理
等

〔
対
象
〕
市
内
在
住
で
お
お
む
ね　
２０

〜　

歳
〔
資
格
〕
司
書
ま
た
は
司
書

５５
補
〔
募
集
人
員
〕
若
干
名
〔
勤
務
日

時
〕
勤
務
形
態
に
よ
り
週
２
〜
３
日

　

時
間
程
度
〔
勤
務
場
所
〕
中
央
図

１０書
館

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
�
ま
で
に
履
歴
書
・
資
格
証
明

２４書
を
持
参
の
う
え
、
中
央
図
書
館
�

（
３
４
８
８
）
４
４
１
４
へ
。

〔
期
間
〕
４
〜
９
月
〔
対
象
〕　

歳
６５

以
上
の
高
齢
者
で
自
力
ま
た
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
よ

り
会
食
会
に
参
加
で
き
る
方〔
定
員
〕

１
回
に
つ
き　

人
ま
で
〔
自
己
負
担

５０

金
〕
１
回
５
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
�
ま
で
に
高
齢
福
祉
課
へ
。

２４▽
作
業
療
法
士　
〔
職
務
〕個
別
指
導

〔
勤
務
日
時
〕
火
曜
日
ま
た
は
木
曜

日
の
午
後
１
時
〜
５
時
ほ
か
▽
保
育

士　
〔
職
務
〕
グ
ル
ー
プ
指
導
〔
勤
務

日
時
〕
水
曜
日
の
午
前
９
時　

分
〜

３０

午
後
５
時
、
木
・
金
曜
日
の
午
前
９

時　

分
〜
午
後
１
時　

分
ほ
か
〔
勤

３０

３０

務
場
所
〕
こ
ど
も
発
達
教
室
「
ぱ
る
」

〔
募
集
人
員
〕
各
１
人
〔
勤
務
開
始

月
〕
４
月

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

福
祉
協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
０
２

９
４
へ
。

　

市
民
の
健
康
維
持
・
増
進
の
た
め

の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
下
表
の

催
　
し�

�

■
写
真
展
「
野
川
の
自
然
〜
野
鳥
と

植
物
〜
」

■
春
の
つ
ど
い

募
　
集�

■
生
ご
み
堆
肥
化
相
談
会

■
講
演
会
「
地
域
の
安
全
、
子
ど
も

の
安
全
」

■
中
央
図
書
館
臨
時
職
員

■
非
常
勤
講
師
・
職
員

 ■会食会日程

担　当定 員会　場曜 日

ときの会若干名あいとぴあ
センター

第１
火曜日

エプロン
会

１０人
程度

あいとぴあ
センター

第２
金曜日

グループ・
アイ

１０人
程度

南部地域
センター

第２
金曜日

※申し込みは１人につき１会場まで

■
労
働
審
判
制
度

セ
ミ
ナ
ー�

■
会
食
会
の
新
規
参
加
者

種
目
を
個
人
開
放
し
て
い
ま
す
。

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

者
〔
使
用
料
〕
大
人
２
０
０
円
、
小

人　

円
〔
持
ち
物
〕
体
育
館
履
き

５０
※
時
間
帯
に
よ
る
入
替
制
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

■
多
目
的
ホ
ー
ル
特
別
申
請
受
付　

利
用
登
録
済
み
団
体
が
行
う
、
広
く

市
民
を
対
象
と
し
、
定
員
の
過
半
数

（
１
０
２
人
以
上
）
の
入
場
者
が
見

込
ま
れ
る
催
し
物
は
、
年
１
回
を
限

度
と
し
て
６
カ
月
前
の
月
の
１
日
午

前
９
時
（
土
・
日
曜
日
、
休
館
日
の

場
合
は
翌
日
）
に
特
別
申
請
の
受
け

付
け
、
調
整
を
行
い
ま
す
。　

月
に

１０

使
用
希
望
の
場
合
は
、
４
月
３
日
�

午
前
９
時
に
事
業
計
画
書
（
予
算
含

む
）
を
持
参
の
う
え
、
窓
口
前
に
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

■
市
民
講
座
「
豊
か
に
し
よ
う
市
民

の
活
動
と
公
民
館
」　
〔
日
時
〕
３
月

　

日
�
午
後
２

２５時
〜
４
時
〔
講

師
〕
上
田
幸
夫

さ
ん
（
日
本
体

育
大
学
教
授
）

■
市
民
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
手
づ
く
り
の

財
政
白
書
」
中
間
発
表
会　
〔
日
時
〕

３
月　

日
�
午
後
２
時
〜
４
時　

分

２５

３０

▽
記
念
講
演
〔
講
師
〕
大
和
田
一
鉱

さ
ん
（
都
留
大
学
講
師
）

■
狛
プ
ー
（
青
年
教
室
）「
お
い
し
い

コ
ー
ヒ
ー
の
飲
み
方
セ
ミ
ナ
ー
」　

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
・　

日
�
午

２４

３１

後
７
時
〜
９
時
〔
講
師
〕
市
内
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
ッ
フ

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
時
間
〕各

回
と
も
０
歳
か
ら
の
部
午
後
３
時　
１５

分
か
ら
・
４
歳
か
ら
の
部
３
時　

分
４５

か
ら
▽　

日
�
〔
絵
本
〕
か
ら
す
た

２０

ろ
う
・
三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら

ど
ん
・
ゆ
め
き
ち
く
ん
と
オ
リ
エ
ン

ト
急
行
じ
け
ん
▽　

日
�
〔
絵
本
〕

２７

パ
ト
カ
ー
ぱ
と
く
ん
〔
お
は
な
し
〕

や
ま
を
お
わ
れ
た
ク
ジ
ラ

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕３

月　

日
�
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

１７

３０

象
〕
幼
児
〜
小
学

校
低
学
年〔
絵
本
〕

は
ら
ぺ
こ
あ
お
む

し
〔
お
話
〕
だ
め

だ
と
い
わ
れ
て

ひ
っ
こ
む
な〔
折
り
紙
〕ち
ょ
う
ち
ょ

◎
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
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９
）
９
１
０
１

図
書
館�

�

◎
中
央
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

◎
西
河
原
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

公
民
館�

�

■
市
民
総
合
体
育
館
個
人
開
放

ス
ポ
ー
ツ�

■市民総合体育館個人開放
備　考実施時間帯曜　日種　目

毎月第３木曜日は休館日

午前９時～１１時３０分
午前１１時３０分～午後１時３０分
午後１時３０分～４時
午後４時～６時３０分
午後６時３０分～９時

月・木・土曜日卓球

日・月曜日バドミントン

午前９時～１１時３０分
午前１１時３０分～午後１時３０分土曜日ビーチボール

午後４時～６時３０分
午後６時３０分～９時水曜日バレーボール

各回定員３０人
午後１時３０分～４時
午後４時～６時３０分
午後６時３０分～９時

土曜日バスケット
ボール

各回定員３０人

午後４時～５時
午後５時１５分～６時１５分（初心者向き）火曜日

エアロビクス 午前１０時～１１時水曜日
午前１０時～１１時
午後２時～３時（初心者向き）土曜日

各回定員３０人午後５時１５分～６時１５分月曜日健康体操 午後１時３０分～２時３０分水曜日
６０歳以上。月曜日は定員３０人午後２時～３時月・火曜日シルバー体操
平成１２年４月２日～１４年４月１
日生まれの子とその保護者。
各回定員１５組３０人

午後４時～５時月曜日親子体操

トレーニング室利用者は必ず
事前に講習会を受講してくださ
い。各回定員１０人。高校生以上

午後１時～１時２０分受け付け日曜日
トレーニング
室講習会 午後６時３０分～６時５０分受け付け月曜日

午前９時３０分～９時５０分受け付け金曜日

■
い
ず
み
子
育
て
く
ら
ぶ
（
４
〜

７
月
）　
〔
対
象
年
齢
・
曜
日
〕
▽

０
歳
児
隔
週
木
曜
日
▽
１
歳
児
隔

週
金
曜
日
▽
２
、
３
歳
児
隔
週
火

曜
日
（
各
午
前
中　

分
程
度
）〔
活

４０

動
費
〕
３
０
０
円
※
事
前
申
込
制

■
映
画
会
「
名
探
偵
ホ
ー
ム
ズ
」

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
３
時

２７

　

分
か
ら
〔
対
象
〕
幼
児
（
保
護

３０者
同
伴
）・
小
学
生

■
タ
ス
ケ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
カ
ッ

プ　
〔
日
時
〕３
月　

日
�
午
後
４

２２

時
〜
５
時〔
対
象
〕小
学
生
、中
学
・

高
校
生

■
た
ん
ぽ
ぽ
パ
ー
ク
（
乳
幼
児
専

用
プ
レ
イ
ル
ー
ム
）
に
遊
び
に
き

ま
せ
ん
か
？　
〔
日
時
〕月
〜
土
曜

日
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（
日
曜

日
、
祝
日
は
休
館
）

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕３
月　

日
２０

�
午
前
９
時　

分
〜　

時
（
雨
天

４０

１１

翌
日
）〔
持
ち
物
〕
着
替
え
・
タ
オ

ル
等
※
親
子
と
も
汚
れ
て
よ
い
服

装
で

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
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◎
岩
戸
児
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セ
ン
タ
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）
５
４
１
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◎
駄
倉
保
育
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�
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３
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９
）
５
４
１
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◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
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◎
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
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